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4．予防的投与
072

❶歯科・口腔外科では抗菌薬による予防は
　健康な患者には日常的に適応されない

金子 惇（北里大学）

076
❷歯科小手術における感染予防抗菌薬ガイド
　（インプラント含む）

岸本裕充（兵庫医科大学医学部）

082 ❸歯周外科手術における抗菌薬の適応 沼部幸博（日本歯科大学生命歯学部）

086

❹抗菌薬で抜歯時の一過性菌血症は
　陰性にはできないが、
　感染性心内膜炎予防のために抗菌薬は必要
　（経カテーテル大動脈弁植込み術：TAVIにおいても）

金子明寛、渡辺大介、岩﨑敬大（池上総合病院）

5．各種病態下における処方
090

❶病院口腔外科で使用する静注抗菌薬と治療
　（ABPC/SBT、CTRX、CMZ、MEPM）

助川信太郎（香川大学医学部）、花井 玲（滝宮総合病院）

098
❷妊婦、授乳婦への抗菌薬処方と服薬指導
　歯科診療における安全な薬物療法のために

沖畠里恵（東京科学大学病院）、田頭保彰（東京科学大学大学院）

104
❸「私〇〇（小児、多剤服薬中、肝機能・腎機能低下、
　妊娠・授乳中）ですけど」に対する処方

金子明寛、平島佳奈、岩﨑敬大、山口佳宏（池上総合病院）

108 ❹抗菌力が低下しているクリンダマイシン 金子明寛、藤本泰広、猪股誠一郎（池上総合病院）
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304 ❺ウイルス性口内炎 里村一人（鶴見大学歯学部）

309 ❻再発性アフタ、ベーチェット病、クローン病、梅毒 坂田健一郎（北海道大学大学院）、北川善政（武蔵野徳洲会病院）

319
❼アレルギー性口唇炎、肉芽腫性口唇炎、
　遺伝性血管浮腫

大賀則孝（北海道大学大学院）、北川善政（武蔵野徳洲会病院）

６．歯周疾患と薬物療法
323 ❶歯周病と薬物療法 菅谷 勉（北海道大学大学院）

７．歯内療法・歯髄保存療法に対する薬の使い方
328 ❶根管貼薬剤 山田雅司（東京歯科大学）

8．周術期歯科治療時の薬物療法的留意点
334 ❶抗血栓薬服用中の患者への対応 和久井崇大、川又 均（獨協医科大学医学部）

342 ❷人工透析患者への対応 池畑直樹（手稲渓仁会病院）、近津大地（東京医科大学）

349
❸がんの薬物療法で
　口腔粘膜炎を起こしやすい薬物とその対応

曽我賢彦（岡山大学病院）



Chapter 5   局所麻酔薬と静脈内鎮静法で使用される薬物
１．局所麻酔薬

356 ❶局所麻酔に関するステートメント 一戸達也（東京歯科大学）

360 ❷表面麻酔用製剤 半田俊之（朝日大学歯学部）

363 ❸注射用製剤の使い分け 小鹿恭太郎（東京歯科大学）

368 ❹アドレナリンの使用に注意すべき疾患と常用薬物
368 ①高血圧・虚血性心疾患 松浦信幸（東京歯科大学）

372 ②脳血管障害 川口 潤（東京歯科大学）

376 ③甲状腺機能亢進症 齋藤菜月（東京歯科大学）

378 ④糖尿病 櫻井 学（朝日大学歯学部）

383 ⑤薬物相互作用 後藤隆志（朝日大学歯学部）

386 ❺フェリプレシンの使用に注意すべき疾患 縣 秀栄（栃木医療センター）
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508 ❽歯科用器具の滅菌・消毒と環境清掃 飯田征二（京都光華大学短期大学部）
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544 主要薬品一覧 原澤秀樹（河北総合病院）

572 事項索引／薬剤名索引

097 ①医薬品在庫管理の一助に ………………金子明寛（池上総合病院）
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257
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